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第 11 回 細胞制御セミナー 

要旨：細胞およびオルガネラは、その内腔と外部空間を「生体膜」によって隔てられている。実際
の細胞における生体膜の構造は単なる「平面」ではなく、微小なスケールにおいては陥入、突出、
切断などのダイナミックな形状変化を伴う「曲面」であることが観察されている。例えば、細胞外
物質の取り込み現象であるエンドサイトーシスにおいて、細胞膜は細胞内側に陥入し、切断される
ことによって膜小胞を形成する。また、細胞の運動先端、神経細胞の軸索や樹状突起などは、細胞
膜を外側方向へ突出させることで形成される。このように、「曲面としての生体膜」は細胞の形態
形成と、それに基づく生体システムの恒常性維持を理解する重要な概念であるにも関わらず、その
制御に関わる分子機構はあまりよく分かっていない。私たちは一貫して、生体膜とタンパク質との
相互作用を担う「脂質結合ドメイン」の同定と、その機能解明に取り組んできた。本セミナーで
は、私たちの研究から得られた最新の知見を紹介し、生体膜の形状制御を介した細胞内情報伝達の
メカニズムについて論じる。 
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